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ア
リ
l

ア
ヲ

ぎ
、
十
九
年
御
細
工
奉
行
、
延
貨
四
年
物
頭
越
に
進
一
.
経
て
表
小
絡
に
任
じ
、
明
和
七
年
七
周
十
日
旗
申
武

み
、
貿
隆
二
年
十
二
月
四
日
六
十
四
畿
で
夜
し
た
。
一
州
深
谷
に
夜
し
た
。
年
廿
回
。
部
制
練
方
心
得
醤
の

致
点
家
俸
の
兵
法
と
何
時
鍛
を
能
く
し
、
怨
箆
式
・
何
時
二
者
が
あ
る
。

法
指
製
・
勝
本
抄
・
大
路
公
御
夜
話
・
叩
胤
閥
単
鑑
略
細
川
一
ア

9
ザ
ハ
リ
ュ
ウ
有
滋
流
有
禅
永
貞
が
佐
々

小
鮮
・
甲
陽
箪
鏡
軍
法
之
谷
正
解
・
甲
陽
箪
鑑
軍
法
之
一
木
秀
莱
か
ら
停
へ
ら
れ
た
甲
州
流
の
兵
法
を
、
加
賀

谷
諒
解
・
甲
陽
涯
・
鑑
箪
法
之
容
鋸
註
・
甲
陽
箪
鑑
軍
法
一
滞
で
は
有
禅
流
と
癖
し
、
子
孫
世
々
之
を
偲
へ
た
。

之
容
幽
解
・
城
取
習
練
之
法
大
慈
・
樋
密
要
論
抄
・
鈴
一
ア

P
サ
.
ハ
切
手
ワ
チ
ョ
ウ
ケ
ン
ベ
ン
モ
ウ
有
濃

縮
秘
磁
・
掛
紹
秘
稿
・
兵
接
税
話
へ
永
貞
・
武
貞
共
編
〉
・
一
涜
町
見
僧
諜
賃
永
入
年
三
用
有
揮
武
貞
の
著
。
町

陣
取
方
向
魚
鱗
同
異
之
排
・
千
慮
一
得
・
諸
士
心
得
・
一
見
と
は
規
矩
術
と
も
い
は
れ
た
測
蹴
法
の
こ
と
で
、

理

披

集

要

等

が

あ

る

。

一

支

那

の

梅

島

露

経

の

遣

法

に

、

多

少

の

算

撃

を

加

味

ア
リ
ザ
ハ
ム
ネ
ト
ウ
有
選
致
撞
通
講
師
捌
三
郎
。
一
し
、
城
砦
そ
の
他
の
土
功
に
臆
崩
せ
ら
れ
た
の
で
あ

延
質
五
年
組
外
に
列
し
、
御
審
物
役
と
し
て
三
十
俵
一
る
。
本
書
有
・
棒
読
と
帯
す
る
も
、
武
貞
の
師
富
山
の

六
人
扶
持
を
受
け
、
天
和
元
年
見
又
助
俊
容
の
越
知
一
藤
井
牢
知
腕
偲
の
ま
L
で
、
放
へ
て
特
異
の
踏
が
あ

中
百
石
を
襲
ぎ
、
費
永
五
年
醤
潟
奉
行
と
な
り
、
正
一
る
わ
け
で
は
な
い
。

徳
四
年
百
石
を
加
へ
、
穿
保
十
一
年
御
曹
物
奉
行
に
一
ア
リ
サ
ハ
日
ヨ
ウ
チ
ョ
ウ
有
滋

7
長

明

和

六

慾
み
、
十
三
年
御
施
、
十
八
年
七
用
廿
入
日
入
十
二
一
年
外
科
簡
と
し
て
召
出
さ
れ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け

践

を

以

て

夜

し

た

。

一

た

。

子

孫

長

安

・

邦

安

・

了

長

・

了

貞

等

羽

繕

い

だ

。

ア
リ
サ
ハ
モ
リ
サ
ダ
有
灘
盛
貞
泊
椴
平
次
右
一
ア
リ
タ
シ
ョ
ウ
Z
モ
ン
有
田
正
右
衛
門
箆
脳

衛
門
。
致
貞
の
養
子
。
元
文
四
年
新
番
と
な
り
、
前
一
五
年
召
出
さ
れ
て
江
戸
在
住
の
御
歩
に
任
じ
、
御
馬

m宗
辰
の
御
次
番
に
任
じ
た
が
、
延
亭
元
年
指
除
き
一
束
役
と
な
り
、
五
十
依
を
焚
け
、
明
和
こ
年
新
知
百

淫
践
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
年
御
免
、
四
年
武
共
事
行
に
一
石
で
組
外
に
滋
み
、
安
永
中
五
十
石
を
増
し
、
天
明

任
じ
、
質
勝
四
年
餐
火
の
越
知
二
百
石
を
制
捜
い
で
組
一
六
年
夜
。
子
孫
相
裂
い
で
務
に
仕
へ
ど
。

外
に
列
し
、
九
年
七
用
廿
四
日
現
し
た
。
一
ア
日
夕
ト

εマ
サ
有
国
語
正
遇
帯
平
次
郎
・

ア
リ
サ
ハ
モ
ロ
サ
ダ
有
選
師
長
逝
稽
武
松
・
一
正
兵
衛
・
償
右
衛
門
。
明
和
入
年
新
番
錦
馬
方
と
な

守
右
衛
門
・
森
右
衛
門
・
才
右
衛
門

l

采
女
音
。
突
は
一
・
り
、
天
明
五
年
新
知
百
石
を
受
け
て
組
外
に
進
み
、

貞
版
。
文
政
四
年
新
知
百
石
を
受
け
、
組
外
に
列
し
一
後
五
十
石
を
加
へ
、
六
年
矢
正
右
衛
門
の
越
知
百
五
一

て
御
近
留
勤
と
な
り
、
入
年
八
十
石
を
加
へ
、
表
小
一
十
石
を
援
い
で
自
分
知
を
除
か
れ
、
.
寛
政
十
一
年
五
一

勝
・
御
馬
魁
使
役
・
頭
部
に
隠
任
し
、
天
保
入
年
正
周
一
+
石
を
加
へ
、
文
化
元
年
夜
し
た
。
一

交
の
沼
知
四
百
五
十
石
を
襲
い
だ
o
師
貞
敬
誠
の
箸
一
ア

9
ツ
ナ
有
制
加
賀
の
刀
鍛
冶
。
光
長
の
末
一

が
あ
る
0

・

一

か

と

い

ふ

。

そ

の

作

に

藤

島

有

綱

と

銘

ず

る

。

一

ア
9
サ
ハ
ヨ
日
サ
ダ
有
溜
傍
貞
逝
穏
小
三
郎
。
一
ア
日
ノ
マ
マ
有
の
健
一
般
。
外
題
に
俳
鰭
と
一

突
は
盛
貞
。
賀
臨
九
年
越
知
三
の
一
を
受
け
、
組
外
一
角
替
が
あ
る
。
金
棒
の
俳
人
閲
覧
響
。
明
和
己
丑
梨
一

に
列
し
、
十
一
年
本
線
二
百
石
を
襲
ぎ
、
大
小
絡
を
一
一
序
。
板
元
不
明
。
金
揮
を
中
心
に
し
た
笛
時
の
俳
一

人
の
吟
を
集
め
た
も
の
で
、
そ
の
聞
に
俳
論
が
あ

り
、
消
息
が
あ
り
、
掃
舗
が
あ
っ
て
、
極
め
て
賑
は

し
く
編
精
し
で
あ
る
。
題
鋭
は
巻
末
に
あ
る
著
者
の

句
『
と
も
に
し
た
は
ん
翁
の
道
の
あ
り
の
ま
‘
よ
か

ら
採
る
。

ア
9
ヒ
ラ
有
卒
加
賀
の
刀
工
。
甚
六
衆
若
〈
越

中
守
高
卒
〉
の
二
子
。
加
州
住
際
原
有
平
又
は
越
後

守
藤
原
有
平
と
切
る
。
寛
永
頃
。

ア
日
マ
ツ
有
松
石
川
郡
富
樫
庄
に
あ
る
部

落
。
明
徳
二
年
五
周
九
日
右
京
大
夫
の
刊
書
に
、
加

賀
凶
有
松
村
地
頭
職
を
小
早
川
民
部
法
眼
貧
忠
に

沙
汰
付
す
べ
き
こ
と
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
。
鍾
尾
記
に

は
、
有
松
村
に
有
松
次
郎
三
郎
な
ど
と
い
ふ
富
樫
氏

頚
族
の
館
跡
が
回
と
な
っ
て
ゐ
る
と
あ
る
。
津
田
鳳

卿
の
石
川
紡
古
遊
記
に
は
、
『
有
松
村
接
=
金
棒
府
泉

街
べ
民
家
三
十
八
戸
。
』
と
見
え
る
。

ア
リ
マ
ツ
キ
プ
ネ
ジ
ン
ジ
ヤ
有
松
木
船
紳
枇

石
川
郡
有
松
に
在
っ
て
、
醤
枇
で
あ
る
と
い
ふ
が
枇

停
は
な
い
。
務
政
時
代
に
は
金
揮
陣
川
川
上
の
山
伏

賀
高
寺
が
之
に
奉
仕
し
た
ひ
今
賀
般
紳
祉
と
観
す

る。
ア
日
マ
ツ
シ
ョ
ウ
有
松
庄
石
川
郡
に
在
っ
た
。

建
内
記
正
長
元
年
五
周
廿
一
日
に
、
『
加
賀
凶
有
松

庄
、
中
納
言
入
選
謹
上
意
之
時
、
自
最
初
被
充
行
藤

中
納
言
入
選
脚
喝
了
。
』
と
あ
る
も
の
是
で
あ
る
。

ア
リ
マ
ツ
マ
チ
有
松
町
金
揮
の
町
名
。
泉
新

町
の
南
で
、
も
と
有
松
村
の
村
地
で
あ
っ
た
の
を
相

封
積
地
と
な
し
、
町
家
を
建
て
た
に
起
る
。
年
代
摘

要
に
、
『
亭
保
十
二
年
九
用
泉
村
・
有
松
村
町
鎖
新
家

願
之
活
家
建
。
』
と
あ
る
の
は
卸
ち
そ
れ
で
、
文
政
四

年
二
用
金
津
町
奉
行
の
支
配
地
と
な
り
、
初
め
て
町

名
を
稽
し
、
明
治
十
二
年
に
歪
り
金
揮
に
編
入
せ
ら

れ
た
。

二
六

ア
ヲ
ア
マ
ヨ
ゴ
ロ
ウ
膏
天
小
五
郎
河
北
部
松

棋
山
城
主
洲
崎
兵
隊
の
稗
勝
。
天
文
十
九
年
五
用
品

山
氏
の
反
締
遊
佐
観
光
に
誘
は
れ
、
兵
五
千
を
率
ゐ

て
共
に
能
州
に
攻
入
っ
た
が
、
祖
弁
・
長
二
氏
の
鑓

に
般
ら
れ
た
と
長
民
家
鵡
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

ア
ヲ
ガ
サ
キ
膏
ヶ
崎
源
平
盛
表
記
蘇
永
二
年

の
戟
に
平
語
盛
の
軍
は
、
加
賀
の
宮

J

腰
・
徳
醗
・
大

野
・
青
崎
・
室
尾
・
日
角
見
・
白
尾
か
ら
志
雄
山
に
向
か

っ
て
ゐ
る
。
叉
義
経
記
に
は
、
『
か
ど
の
凶
宮
の
こ
し

に
出
で
、
大
の
L
わ
た
り
し
給
ひ
て
司
あ
を
が
さ
き

の
は
し
を
越
え
て
、
』
と
あ
る
。
こ
の
青
崎
は
、
限
永

二
年
の
天
穏
寺
文
書
に
、
倉
周
庄
と
大
野
庄
と
の
境

を
、
『
川
者
限
=
背
崎
橋
一
』
と
あ
る
も
の
で
、
今
の
石

川
郡
採
崎
に
詰
る
。

ア
ヲ
キ
ギ
ダ
ユ
ウ
膏
木
儀
太
夫
焚
隼
人
正
は

朝
食
器
景
の
臣
で
あ
っ
た
。
儀
太
夫
前
回
利
家
に
仕

へ
て
二
百
五
十
石
を
領
し
、
子
孫
相
織
い
で
滞
に
仕

ア
ル
キ
歩
き

J
ハ
ジ
リ
走
b
o

ア
ル
キ
マ
チ
行
町
石
川
郡
中
奥
郷
に
邸
す
る

部
落
。
初
め
は
走
町
と
い
う
た
。
鍵
永
誌
に
、
行
町

村
領
の
内
に
館
晶
と
い
ふ
腕
が
あ
っ
て
、
強
屋
安
郵

守
の
館
祉
で
あ
る
と
記
す
る
。
叉
石
川
紡
古
遊
記
に

は
、
塩
屋
安
醤
守
館
祉
は
今
民
隠
と
な
っ
て
、
郷
用

水
の
支
統
御
館
川
が
そ
の
外
を
織
る
と
記
さ
れ
る
。

ア
キ
ソ
メ
ガ
ハ
藍
染
川

J
ア
ヒ
ソ
メ
ガ
ハ

逢
初
川
。

ア
ヰ
ハ
チ
ベ

Z

阿
井
八
兵
衛
大
坂
各
陣
の
役
、

十
二
局
四
日
の
戟
に
、
前
悶
利
常
に
毘
す
る
士
に
し

て
、
軍
律
を
犯
し
先
鋭
中
に
混
じ
た
も
の
が
あ
っ
た

が
、
利
常
之
を
験
し
て
馬
廻
阿
弁
入
兵
衛
・
大
小
勝

山
田
大
炊
二
人
な
る
こ
と
を
知
り
、
命
じ
て
自
刃
せ

し
め
た
。
阿
井
一
に
栂
野
に
作
る
も
の
は
非
で
あ
ら

0

・
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